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第　 7 3 　号

　　　熊本県学校給食費等の管理に関する条例の制定について

　熊本県学校給食費等の管理に関する条例を次のように制定することとする。

　　令和 4年 2月 1 8 日提出

� 熊本県知事　蒲　島　郁　夫　　　

　　　熊本県学校給食費等の管理に関する条例

　（趣旨）

第 1条　この条例は、県が設置する学校における学校給食及び夜間学校給食の実施並びに

学校給食費等の管理に関し必要な事項を定めるものとする。

　（定義）

第 2条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。

　（ 1）　学校給食　学校給食法（昭和 2 9 年法律第 1 6 0 号。以下「法」という。）第 3

条第 1項に規定する学校給食及び特別支援学校の幼稚部及び高等部における学校給食

に関する法律（昭和 3 2 年法律第 1 1 8 号。以下「特別支援学校給食法」という。）

第 2条に規定する学校給食をいう。

　（ 2）　夜間学校給食　夜間課程を置く高等学校における学校給食に関する法律（昭和 3

　　 1年法律第 1 5 7 号。以下「夜間課程学校給食法」という。）第 2条に規定する夜間

学校給食をいう。

　（ 3）　学校給食費　法第 1 1 条第 2項に規定する学校給食費及び特別支援学校給食法第

5条第 1項に規定する経費以外の特別支援学校給食法第 2条に規定する学校給食に要

する経費をいう。

　（ 4）　夜間学校給食費　夜間課程学校給食法第 5条第 1項に規定する経費以外の夜間学

校給食に要する経費をいう。

　（ 5）　教職員等給食費　教職員等（幼児、児童又は生徒以外の者であって学校給食又は

夜間学校給食と同等の給食を受ける教職員その他のものをいう。第 4条第 1項第 3号

において同じ。）が負担すべき学校給食費又は夜間学校給食費に相当する経費をいう。

　（ 6）　学校給食費等　学校給食費、夜間学校給食費及び教職員等給食費をいう。

　（学校給食等の実施）

第 3条　県は、特別支援学校のうち知事が別に定める学校において法第 4条及び特別支援

学校給食法第 3条の規定に基づき学校給食を、夜間において授業を行う課程を置く高等

学校のうち知事が別に定める学校において夜間課程学校給食法第 3条の規定に基づき夜

間学校給食を実施するものとする。

　（学校給食費等の徴収等）
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第 4 条　知事は、次の各号に掲げる者から当該各号に定める学校給食費等を徴収する。

　（ 1）　保護者等（学校給食を受ける幼児、児童又は未成年の生徒については学校教育法

（昭和 2 2 年法律第 2 6 号）第 1 6 条に規定する保護者、学校給食を受ける成年に達

した生徒についてはその者の就学に要する経費を負担する者をいう。）　学校給食費

　（ 2）　夜間学校給食を受ける生徒　夜間学校給食費

　（ 3）　教職員等　教職員等給食費

2　学校給食費等の額は、知事が別に定める。

　（学校給食費等の納付）

第 5条　前条第 1項各号に掲げる者は、当該各号に定める学校給食費等を知事が別に定め

る日までに納付しなければならない。

　（学校給食費等の減免）

第 6条　知事は、特別の理由があると認めるときは、学校給食費等を減額し、又は免除す

ることができる。

　（雑則）

第 7条　この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、知事が定め

る。ただし、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 3 1 年法律第 1 6 2 号）

第 2 1 条第 1 1 号に規定する学校給食に関する事務に関し必要な事項は、教育委員会規

則で定める。

　　　附　則

1　この条例は、令和 5年 4月 1日から施行し、同日以後に実施する学校給食又は夜間学

校給食に係る学校給食費等について適用する。ただし、次項の規定は、公布の日から施

行する。

2　この条例の規定による学校給食費等の管理に関し必要な手続その他の行為は、この条

例の施行前においても行うことができる。

　（提案理由）

　学校給食費等について、県の歳入歳出予算に計上し、県が徴収し、及び管理する公会計

方式に移行するに当たり、必要な事項を定める必要がある。

　これが、この条例案を提出する理由である。


